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	１．会議開始にあたって
― 山口委員長挨拶 ―
① 配布資料の確認
② 第７回策定委員会会議録について
　内容について修正等があれば、お願いしたい。

― 特になし ―
　では、承認とさせていただく。
２．資料説明
※素案に対する厚生文教委員会各会派または委員からの意見（資料１）の説明
※地域福祉計画修正部分（Ｐ１３）及び資料編（資料２）の説明
※市民説明会参加者数及びパブリックコメント件数の実績比較（資料３）の説明
※保健福祉総合計画　閲覧場所及び主な配布先一覧（資料４）の説明

※保健福祉総合計画策定に要する経費に係る決算資料（資料５）の説明

※保健福祉総合計画原案の説明

ご意見ご質問があれば、挙手をお願いしたい。

先週、小金井市福祉ＮＰＯ法人連絡会において、素案の中で「福祉ＮＰＯ」に関連する部分のコピーを配布し、委員会の報告をした。その際、第５章「地域福祉の推進に向けて」の中で、「協働支援センター準備室」についての記載がどこかにあるか質問を受けた。第２節にも「協働による計画の推進」とあるように、これを進めていくにあたり、現在、準備室職員が日々懸命に仕事をする中、いつ活動が始められるのか話し合っているので、そのことに触れている部分があれば教えていただきたい。
確かに、計画の中に「協働支援センター準備室」についての記載はない。
素案36ページの第１節（２）「多様な交流の推進」で、訂正の資料では施策名「世代間交流の促進」の担当が地域福祉課から介護福祉課・指導室となっている。前回、欠席していたので、説明等があればお願いしたい。
もともと地域福祉課も入っていたが、担当課が多くなるとどこが主管課になるかが不明確になり、また地域福祉課としての具体的な施策はもっていないため、庁内での調整により、介護福祉課と指導室が担当ということになっている。
指導室とはどういうものか。

教育委員会の中にある。

指導室だけで分かりづらかったかもしれない。教育委員会とか学校教育部を付ければ分かりやすかったと思う。
「厚生文教委員会各会派または委員からの意見」はどういう形で反映させていくのか。
小金井市保健福祉総合計画策定は、厚生文教委員会の所管事務調査ということで、厚生文教委員会の中で進捗状況を報告したり、委員のご意見を聞いてきた。所管事務調査の最終回でも各会派や委員の方々のご意見をいただき、計画を推進していくにあたって参考にさせていただくが、地域福祉計画について内容変更はしてはいない。

前回、お願いした主な配布先のリスト、ありがとうございました。この計画は、初歩的なことで知りたい場合、事業名や相談先が分かりやすく、市民が利用できる資料ではないかとうれしく思う。
リストに用語解説を付けていただき、ありがとうございました。我々としても説明しなければいけない言葉がたくさんあることを改めて認識した。総合計画の中で、例えば122ページから主要事業を細かく書いていただいているが、下に余白があるのに字が細かいところが結構あるので、できればもう少し大きくしていただきたい。
ご指摘のとおり、特に障害者計画のところでそういう部分が多いので、できる限り拡大する。

１ページに平成23年の総人口が116,147人とあり、108ページでは平成23年４月１日現在の総人口が115,625人と数字が統一できていないが、統一しなくても良いか。
108ページのほうは障がい者の手帳所持者が総人口の何パーセントかをみたいということで、恐らく障がい者手帳の基準年と合わせて４月１日付にされており、その辺りで食い違いがあるかと思う。
委員長にお伺いしたい。専門家としてほかの行政と比べて小金井の今回の福祉総合計画はどんな特徴があるか、または感想をお持ちであればお聞きしたい。

似ている部分も多いと思うが、小金井市の特徴を生かした内容になっているかと思う。それぞれ工夫されてイラストや図があったりするが、どちらかというと字が多い感じもする。
前回の策定の時、たまたま熊本の福祉総合計画を見せていただいたが、字とイラストとのバランスが良かったのか、とても読みやすく、実際、行政も市民も総合計画に沿って行動しているところが特徴と言われていた。先日の福祉ＮＰＯ法人連絡会でも、小金井市と府中市に事業所を持っている方から、府中では精神障がいの相談窓口が一括でどこの方でも対応されると聞き、府中市の総合計画を見てみたいという話になった。こうして関わらせていただいたので、他の行政の総合計画と比較してみたいと思っており、ほかの所からも小金井市はどうなっているのか見てほしいと思う。

今回は今日が最後だが、次期の計画では途中のプロセスで比較するところがあっていいかもしれない。パブリックコメントに関しても、もう少し市民の声が拾えるシステムなど、今回の反省を次期計画に生かしていけるように、細かいコメントを頂くことが役立つと思うので、今後に向けて忌憚のないご意見、ご質問を頂きたい。
以前から、「これからは町会や自治会の力を強めていこう」とうたっているが、町会等が自主的に強めていくのか、指導があるのか、地域の結び付きが一番大事だと思うので、その辺をお聞きしたい。
町会・自治会の所管課は広報秘書課だが、広報秘書課でできることに限りがある。基本は、一番小さなコミュニティの結束と絆の強さが大事ということは行政も十分承知しており、市民もそういう考えになってきていると思う。今後は、町会・自治会に関して、行政全体としての考えを持たなければならない時期が来ていると思っている。そのことは福祉保健部からも大いに発信していきたい。
東京都の平均世帯数が２人を割り、孤立死が続出しているということで、何らかの施策を行政に講じてもらわなければ成り立たなくなっているのではないかと不安を覚える。これという良い知恵はないが、やはり、隣組、町会というふうに広げていくしかないのかという気がするので、その辺をご尽力いただきたい。
立派なものができて本当に良かったと思っている。問題はこれが絵に描いた餅になるのか、市民にいい計画ができて良かったと言われるかである。これを今後どういうふうに生かしていくのか、市の基本計画に財政の裏付けがあると思うが、その辺の市の考え方があれば教えていただきたい。
87ページのイラストは子どもがお酒を飲んで酔っ払っている姿かと思うが、こういうイラストを入れるのはどうだろうか。

このイラストは不的確なので、削除を指示したところである。
大変な予算を費やし、皆さんのお時間も頂いて出来たこの計画が絵に描いた餅になってはならない。福祉保健部で施策を展開するにあたっては基本となるこの計画に沿って進めるが、今後５年間、適宜見直しと検討、進捗状況の確認等に努めていきたい。また何かご意見をいただく場面があれば、よろしくお願いする。
いろいろな委員会に出たが、かつて、これだけ活発な意見が出た委員会は無かった。そういう部分で非常にいい資料が出来上がったのではないかと思う。
個々に関して言えば、私は健康づくり審議会からの推薦なので、その辺のところに目がいくが、普段ほとんど関係していないところは読んでも分かりにくい。資料４の②「主な配布先」にいろいろな団体があるので、所管課とその団体で資料についてよく打ち合わせをしていかなければ、出来ただけで終わってしまう。それが行政の中に多く見られがちで、我々からすると、どうしてこれ以上やらないのかというところが多々ある。しかし、それは予算という大きな壁があるということで、市としての総合的な予算、また各課の予算があるので難しいとは思うが、各配布団体からの意見等の集約はそれほど費用がかからないと思うので、そういうことを考えながら行政のほうで、この計画の推進にあたっていただきたい。
町内会等の話が出ていたが、今、3.11から１年ほどたったところで、これに関することは非常に話がしやすい段階にあり、何年かすれば興味が薄れてしまうと思うので、所管課で町内会づくりのようなものをよく検討していただきたい。

②の関係団体とは、各担当課が連絡会や協議会など、話し合いの場を設けており、策定したこの計画についても意見を頂きたいと思う。貴重なご意見をありがとうございます。

アンケートの中で、いろいろな計画を立てても行政は本当にできるのかという意見があったが、この計画を生かしていくのは小金井に関わっている私たち一人一人である。事業所を立ち上げるにあたり、なぜ小金井で事業所をやりたいかを行政の方に話す際、前回の地域福祉計画を活用し、「ここに書いてあるとおり」と説明したからこそ、行政の方に耳を傾けていただいたと思う。
共生ケアをしているので、世代間交流のところにもっと充実した文言が書き加えられるように頑張っていきたいと思う。
この計画について、中高生やいろいろな人が分かるような学習のようなものがあってもいいのかもしれない。
子どもの分野が独立しているが、この総合計画に加えてほしいという思いがある。また、保健福祉という言葉のイメージが、地域福祉が持つ言葉のイメージと少し違い、発言するときなど、どちらの分野か迷うことがあったので、一般の方がこの名称の総合計画を読むときの印象を聞いてみたい。
この計画は全般的に見て、社会的弱者や高齢者の方たちが必要なときに必要な援助を受けられるためのハードで、今後ソフトをいかに充実させていくかにかかっていると思う。やはり、子どもの教育的な部分に取り入れて、これからの世代に担ってもらいたいという気持ちがある。できれば、ボランティアを小さいときからなじませて、単位に取り入れるなどといったシステムをつくる方向に持っていってほしい。
スウェーデンでは、社会構造が全て分かるような教科書がある。この総合計画もピックアップでいいので、子どもに分かりやすく、教育に結び付くようなものがあればいいと思うが、そういうものはあるか。
教育となれば学習指導要領など細かい話が出てくるが、決して福祉のことに触れてないわけではないので教育委員会とも話し合ってみたい。この計画原案は関係各課に確認を取っており、各施策の担当課がどこなのかについては認識しているので、その展開については今後注目し、進捗状況の確認を行っていく。
これだけ分厚いと一般の人は戸惑うので、40ページ程度の概要版で全体像を見てもらう考えのようだが、少しご説明願いたい。
本編のほかに概要版を作成し、市の方向性や大きな施策の題目は分かる形になっている。ただし、今までは各計画単独だったので概要版も数ページだったが、今回は４計画が一緒のため、約40ページと結構なボリュームになっている。現在作成中のため、皆様には本編といっしょにお渡しする。
私も森田さんの意見と同じで、小金井は「のびゆくこどもプラン」が別建てであり、子どもの分野だけ独立してしまっている。子どもは地域の中で育っていくものなので、子どもと地域の関わりをもう少し深く盛り込んでいただけたら良かったと思う。
その辺はとても気掛かりなところなので、今後の対応の見込みについて事務局からお願いしたい。

「のびゆくこどもプラン小金井」は平成22年度から次世代育成支援後期行動計画として取り組んでいるが、５年後の改定時期、もしくはそれ以前に見直しがあると思うので、その時点で子どもの分野を一緒にした総合計画を策定するかどうか議論があるかと思う。

他市の「保健福祉総合計画」をいろいろ研究する中で、子どもの分野も入ったもののデメリットとして、入れ込むと大変ボリュームになり、どこかをそぎ落とす必要が出てくる場合がある。清瀬市の保健福祉総合計画を見ると、地域福祉計画などは当市の半分くらいで、代わりに次世代育成支援行動計画を入れている。子どもの分野は切り離せない分野であることは承知しているので、改定の時期に子ども家庭部と調整し、どのような形にするか検討していきたい。
私も総合的な計画なのになぜ子どもが入らないのかという思いで、最初の部分に子どもの計画は別にあることを入れてもらったが、ボリュームが大きくなり過ぎるのであれば、資料は資料編で別枠にしてでも次回は必ず入れてほしい。

障がい者施策のところは自立支援協議会を通して十分議論し、中身の濃いものになったと思っているが、保健福祉総合計画という形で、この場で高齢者や健康増進の問題も併せて議論するのであれば、もう少し回数を増やしてそれぞれの分野の進捗状況や課題を共有するべきだったと思う。
障がい者のほうでは、地域のネットワークづくりが課題という議論をしているが、高齢者でも地域のネットワークづくりが重要だとなれば、それは全く異なることではないと思う。立川市で高齢者の問題と障がい者の問題が起きたが、それぞれ事前に発見できるような危険信号をキャッチしていたにもかかわらず、その先が進まずに悲惨な事態が起きている。小金井市でも、支援を求めても支援の手が差し伸べられないという悲劇を招く可能性があるのではないかと思う。それらを考えると、行政が下支えをしながら、子ども、高齢者、女性、働けない若者たちも巻き込みながら、ネットワークを構築していくことが非常に大事だと思うので、そういう視点で各課が連携して、施策の具体化を進めてほしい。
国の推進会議でも２週間に１回のペースで議論していることを考えれば、見直しのときはもう少し回数を増やさなければ、これだけ多岐にわたる分野の内容を詰めていくのは大変だと思う。
介護福祉課所管の健康教室や市民のサークルには、一人住まいのシルバー世代の方が多く参加されている。市が毎年配布される便利帳には触りしかないが、65歳以上の利用者にとっては、福祉政策、行政サービスがどうなっているかということより、こういう福祉サービスの手引きが必要で、そういう意味でこれは非常によくできた資料だと思う。
ほかにはよろしいか。

それでは、ないようなので、ご指摘いただいたところは事務局に調整してもらうこととし、本原案を承認するということで異議はないか。

（一同異議なし）

それでは、本原案をもって小金井市保健福祉総合計画を承認することとする。
今後の予定は、本原案の市長決裁を経た後、印刷に入る。完成は４月上旬の予定で、委員の皆様及び関係団体には４月中旬に送付予定である。一般配布は、市報４月15日号に掲載し、一冊700円で地域福祉課にて郵送頒布する。また、同時に市ホームページにも掲載し、ダウンロードできるようにする。
新年度からは、この計画にある一つ一つの施策を全庁一体となり実行していく。なお、本日は最後の策定委員会だが、議会対応のため、福祉保健部長、介護福祉課長、介護福祉課長補佐が欠席となったことをお詫び申し上げる。
３．各専門部会からの報告
※各部会等の進捗状況及び検討結果、担当課長より報告
４．閉会にあたって
それでは、今回は最後の策定委員会なので、各委員の皆様からご感想など、一言ずつお願いする。

皆さんが出された意見や資料でいろいろ勉強し、それらしき光景を見ながらこの福祉計画に関わらせていただいたことに幸せを感じている。どうも、ありがとうございました。
どうも、ありがとうございました。大変勉強になり、これからも情報をキャッチしてさらに勉強していきたい。

福島の二本松に住む知人からはがきが届き、ニュースでは聞けないことがあるのでお伝えしたい。「3.11、あれから１年になりました。（中略）福島県民は国の発表を信じて行動していました。何も知らされずに放射線量の最も高いときに夫は頭から雨にぬれ、私は給水の列に長時間並んでいました。その後、私自身も友人、知人にも大量の鼻血が出て話題になりました。今に及んで議事録発表の内容を知るにつけ、怒りが込み上げてきます」ということです。
この総合計画の策定に携わることができ、大変うれしく思う。ありがとうございました。今まで長く勤務していながら小金井にあまり密着してなかったが、今回、皆様とお会いすることで、小金井市に愛着を持って高齢者福祉などを考え、勉強になった。これから、もっと暮らしやすく使い勝手のよい制度で、小金井に住んで良かったと思えるようになってほしいと思っている。

皆さんがよく勉強されて委員会に臨まれており、非常に刺激を受けて勉強させていただいた。ありがとうございました。
最初のアンケートで民生委員の認知度が低いことにショックを受けたが、どういう仕事をしているか、皆さんに分かっていただくことが全国民生委員の課題で、今、取り組んでいる。計画の中に、別建てで民生委員を取り込んでいただいたことは非常にありがたい。

保健福祉の１つの柱であるべき医療に携わっていながら、保健福祉、地域福祉には全く無知だったが、皆さんからいろいろ教えていただいて大変勉強になり、自分の不勉強さを恥じている。これから地域の一員として、地域福祉、健康増進に役立ちたいと思う。
この計画については、やはり少し言葉が難しいと感じる。民生委員の認知度が低いのも、分かりにくいから知らないということもあると思うので、次回はぜひ、親しみが湧くよう少し優しい字体にするなど、市民に分かりやすい計画を作っていただければと思う。ありがとうございました。
震災翌週から石巻でボランティア活動をする中、小金井の地域福祉総合計画や災害計画がどうなっているか非常に気になり、戻って小金井の災害支援について調べたところ、「福祉避難所とは福祉を必要としている人が避難する場所」と書かれているだけで非常にショックを受けた。今後、地域福祉や災害支援について、小金井がどう動いていくべきか、被災地と並行してできることは一体何かということを相談したのは、前回の委員会でご一緒したルーテル大学の市川先生だが、今回、お会いした委員の方々も、今後ともよろしくお願いしたい。ありがとうございました。
特別支援学校の教員なので障がい・児者の分野ではものが見えたり、考える機会は多いが、高齢者や子どもなど、視野を広げたときは小金井市の実態が分からない。この計画に携わって地域とどういう関わりが持てるかという部分も勉強させていただき、同時に、地域で支え合うという部分では障がい者も高齢者も同じ課題を持っているので、地域で支え合うネットワークをどう構築していくのかが大事ではないかと強く思った。そういう意味では、もう少し皆さんと議論する時間があれば良かったかと感じた。また機会があれば一緒に勉強させていただきたい。どうもありがとうございました。
高齢者専門部会でもいろいろな方からたくさん意見が出て活発な委員会だったが、この会では高齢者以外の意見はなかなか言いづらかった。アンケートやパブリックコメント等にも高齢者からの意見が結構あったが、65歳から100歳くらいまで開きがある中、若者や子どものところまで余力がないところがあり、ぜひ、小金井市でこのプランを実行する中で、元気な高齢者が生きがいを持って子どもたちを巻き込むような地域ができればいいと思うので、計画を実行する一員となりたいとつくづく思った。ありがとうございました。
１年３カ月間、有意義な委員会に出席させていただいたことにお礼申し上げる。恐らく５年前に出ている計画を目にはしていると思うが内容まで読んだ記憶があまりない。ただ、この委員会に参加して、この計画の大切さや重要な時間を割いて作っていることが分かった。関係団体の方々もそこまで把握する方はあまりいないと思うので、委員十数名がいろいろなところにＰＲしてダイジェスト版でも本編でも、とにかく手に取って見ていただく、またはインターネットなら部分的に見ることができると思うので、しっかり見ていただき、各所管でいろいろな意見を吸い上げ、次回につなげていくことが重要ではないかと思う。
最後にこれまでの委員会でいろいろな意見が出たが、これをうまくまとめていただいた山口委員長と竹内副委員長にお礼を申し上げたい。どうも、ありがとうございます。

大災害や世界的な経済不況など、自信を喪失しがちな状況の中でこういう立派な計画ができたことは、少し明るい展望を持てるかと思うが、これをきちんとやっていくことを行政にお願いするのはもちろん、地域の団体、市民一人一人が意識して取り組まないとなかなかうまく前に進まないと思う。
50％台から44.4％と落ちてきていた町会の組織率が今年になって上がり、右肩下がりだった社協のいろいろな募金やバザー等も３％ほど上がっており、こういうご時世だからこそ助け合っていかなければという市民の気持ちが表れているのかと最近感じている。そういう明るい兆しもあるので、ぜひ、この計画が進んでいくように、微力だが努力させていただきたい。ありがとうございました。
今回、委員長を努めるのも初めて、計画の策定もよちよち歩きの中、副委員長はじめ委員の皆様に支えていただき、本当にありがとうございました。そういう意味では、この計画は重い意味を持つもので、読み返してもとてもいいものになっているかと思っている。
やはり、3.11のこの時に我々で考えた計画ということで、まだまだ課題はあるかもしれないが、まずは絵に描いた餅にならないようにというのが第一歩で、これからも使命のようなものがあるのではないかと思っている。
子どもの分野が入っていないことは、本当に気掛かりだが、次回の計画に向けてより良いものにしていくようお願いしたい。今回の計画は地域福祉計画をまとめるという意味で、３つの部会の方々含めて策定委員の皆様で４つの計画をまとめ、なおかつ統合してできたということで、これを大事な一歩にして今後も地域福祉課長にいろいろなイニシアティブを取っていただきながら、縦割りではない共通点の部分をさらに築いていくことができればいいと思う。ぜひ、この計画が今後どうなっていくかを追いながら、市民にもアピールしていきたいと思っている。ありがとうございました。
それでは、小金井市保健福祉総合計画策定委員会を終了する。
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